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アツアツの鍋が大集合　「あおもり鍋自慢」アツアツの鍋が大集合　「あおもり鍋自慢」
　「あおもり鍋自慢」が10月20日、役場の町民広場で開催。　「あおもり鍋自慢」が10月20日、役場の町民広場で開催。
秋晴れのもと約7000人が来場し、県内・岩手県北の21種類秋晴れのもと約7000人が来場し、県内・岩手県北の21種類
の鍋料理を食べ比べました。の鍋料理を食べ比べました。
　階上町から家族と訪れた黒坂　階上町から家族と訪れた黒坂翠翠

すいすい
ちゃんは「熱いけどおいしい。ちゃんは「熱いけどおいしい。

2杯の鍋を食べておなかいっぱいです」と笑顔を見せていました。2杯の鍋を食べておなかいっぱいです」と笑顔を見せていました。
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一般会計の歳入は117億8091万円。前年度に比べて、9.2%の減となりました。

町民一人あたりに納めていただいた町税の額　10万3706円
（町税17億182万円÷令和6年3月末人口　1万6410人）

町税（14.4%）
17億182万円

町税の内訳
町民税　　　� 6億796万円
固定資産税　�9億2060万円
軽自動車税　　 �7687万円
たばこ税　　　� 9639万円

諸収入(1.1%)　1億2593万円
繰越金(1.0%)　1億2139万円

その他収入(5.3%)　6億2702万円

地方交付税（42.6%）
50億1296万円

町債（3.3％）
3億9313万円

国・県支出金
（20.0%）
23億5285万円

地方譲与税・交付金(5.0%)
5億9159万円

自主財源
　町税や町の施設使用料、手数料など、町が自ら徴収できる財源。

依存財源
　国が自治体に交付する地方交付税や、国・県などからの補助金。

財
政
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析
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考
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る
財
政
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部
を
お
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ら
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実質収支比率

3.5％
（昨年度より9.9ポイント減）

　歳入から歳出を差し
引いた差額から翌年度
に繰り越すべき一般
財源を控除した額（実
算収支）の標準財政規
模に対する割合。

財政力指数

0.29
（昨年度より増減なし）

　通常必要とする支
出額に対し、標準的
に収入される町税な
どの割合で、数値が
大きいほど財政的に
余裕があることを示
す指数。

経常収支比率

83.2％
（昨年度より0.3ポイント増）

　町税や交付税など
の経常的一般財源収
入に、人件費などの
経常経費がどの程度
占めているかを表す
比率で、財政構造の
弾力性を判断する指標。

歳入

繰入金（7.3%）
8億5422万円
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一般会計の歳出は115億716万円。前年度に比べて、4.6％の減となりました。

町民一人あたりに使われた額　70万1228円
（歳出額115億716万円÷令和6年3月末人口　1万6410人）

歳出
  （目的別）

総務費（19.5%）
22億4753万円

民生費（28.7%）
33億148万円

教育費（8.8%）　10億1734万円

土木費（6.8%）　7億8419万円

衛生費（9.0%）　10億3598万円

その他（商工費など）（6.3%）　7億2332万円

歳出
  （性質別）

農林水産業費（6.2%）　7億1453万円

消防費（4.1%）　　　　4億7145万円

公債費（10.5%）　12億1134万円

人件費（12.9%）
14億8703万円

扶助費（19.0%）
21億8295万円

公債費（10.5%）
12億1134万円物件費（16.2%）

18億6012万円

補助費等（14.7%）
16億9298万円

積立金（5.8%）
6億6441万円

繰出金（11.8%）
13億6018万円

その他（維持補修費など）（1.5%）
1億7359万円

普通建設事業費ほか（7.6%）
8億7456万円

義務的経費
42.4%

経常的・その他の経費
50.0%

投資的経費
7.6%

基金残高

　基金には、財源不足を補うため
の財政調整基金や地方債の返済を
計画的に行うための減債基金など
があります。

返済が2年以上にわたる借入金
を地方債といいます。借入金の残
高は、町が発行する地方債（借金）
の年度末時点における未償還元金
の残高合計額です。

67億4602万円
（昨年度より6046万円増）

　地方公共団体の標準的な状態
で、通常収入されるであろう一般
財源の規模の大きさを示す指標
で、各収支比率等の財政指標の分
母となる数値。

借入金の残高 標準財政規模

100億円 その他基金
54億8733万円

その他基金
55億646万円

減債基金
30億9844万円

減債基金
29億8675万円

令和4年度末
111億7464万円

令和5年度末
115億2411万円

200億円

100億円
一般会計
115億7637万円

一般会計
123億5492万円

特別会計
40億2309万円

特別会計
42億2777万円

令和4年度末
165億8269万円

令和5年度末
155億9946万円

財政調整基金
25億6974万円

財政調整基金
30億5003万円

50億円

広報なんぶちょう 11月号3



一般会計の主な事業と決算額

どんな事業にどれぐらいのお金が使われたのか、総合振興計画の6つの柱ごとにお知らせします。

産業振興で活力と交流に満ちたまち 
農業振興事業 2億7554万円
商工業振興事業 2億7413万円
農村整備事業 7916万円
観光イベント事業 3044万円
農業観光･達者村事業 1006万円
稲作･畑作振興事業 651万円
果樹振興事業 646万円

保健・医療・福祉が充実して
安全・安心・快適に暮らせるまち
児童福祉事業 10億5504万円
障害者福祉事業 7億4504万円
社会福祉事業 3億5101万円
常備消防負担金 3億2092万円
道路橋りょう新設改良等事業 2億9660万円
老人福祉事業 2億5923万円
消防団活動事業 1億3271万円
地域交通対策事業 1億1489万円
予防接種事業 9984万円
健康診査事業 3914万円
町営住宅管理･建設事業 2956万円
防災対策事業 1673万円
母子保健事業 1617万円

環境と共生して幸せを実感できるまち
環境整備事務組合負担金 3億3014万円
下水道事業繰出金 3億円
ゴミ収集運搬事業 4919万円
公園管理事業 1285万円

計画的・効率的な行財政運営を目指すまち
各種基金の積立 6億5603万円
情報化推進事業 1億2256万円
連携中枢都市圏事業 1223万円
広域行政事業 230万円

明日を担う人を育て
一人ひとりの個性を活かすまち
小・中学校管理運営事業 2億833万円
文化財保護事業 1億9277万円
保健体育施設管理運営事業 7541万円
外国語指導講師派遣事業 1584万円
公民館運営事業 1301万円
中学生海外派遣事業 1163万円

協働と参画により町民が主役になるまち
自治振興事業 5947万円
地域づくり推進事業 291万円

子育て支援の主な事業についてお知らせします。

子育て支援事業
学校給食費無料化事業� 4984万円
子ども医療費無料化事業� 4253万円
大学生等を持つ親等への支援金事業� 1670万円
高等学校就学支援事業� 1605万円
子育て用品給付券事業� 1253万円
受験生世帯灯油購入支援給付金事業� 699万円
名久井農業高校就学支援事業� 267万円
ふるさとからの贈り物事業� 128万円
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健全化判断比率等の公表 「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に
基づき、町の財政状況を判断するための指標を
公表します。

健全化判断比率 資金不足比率
　健全化判断比率とは、町の財政状況の健全度を示す
比率で、早期健全化基準の範囲内で運営することが望
ましいとされています。

区分 健全化判断比率 早期健全化基準
実質赤字比率 － 14.14%
連結実質赤字比率 － 19.14%
実質公債費比率 8.10% 25.00％
将来負担比率 － 350.00％

※実質赤字額および連結実質赤字額がない場合は、
「－」で表示しています。

実質赤字比率
　普通会計で、どれくらい赤字があるかの比率です。
　（歳入より歳出が多ければ赤字となります）
連結実質赤字比率
　町全体で、どれくらい赤字があるかの比率です。
　（歳入より歳出が多ければ赤字となります）
実質公債費比率
　借金の返済のためのお金が、通常見込まれる収入に占める額

の比率です。
将来負担比率
　将来負担しなければならないお金が、通常見込まれる収入に

占める額の比率です。

　資金不足比率とは、普通会計などの実質赤字に相当
するもので、公営企業会計ごとに資金の不足額が事業
の規模に対してどの程度あるかを示すものです。

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

病院事業会計 － 20.00%

公共下水道事業
特別会計 － 20.00%

農業集落排水事業
特別会計 － 20.00%

町営地方卸売市場
特別会計 － 20.00%

※資金不足がないため、「－」で表示しています。

　令和5年度決算に基づく健全化判断比
率および資金不足比率は、いずれも健
全であることを示しています。

特別会計決算 特別会計とは、特定の事業を行うために一般会計とは別にして、経費を管
理するための会計です。特別会計の決算状況をお知らせします。

会計名 決算額および前年比
歳入決算額 前年比％ 歳出決算額 前年比％

学校給食センター特別会計 1億6615万円 △8.5 1億6615万円 △8.5
農林漁業体験実習館事業特別会計 8166万円 4.0 8111万円 3.5
国民健康保険特別会計 22億3304万円 4.2 22億3079万円 4.1
介護保険特別会計 27億9632万円 △1.0 26億9388万円 △0.9
介護サービス事業特別会計 503万円 2.4 503万円 2.4
後期高齢者医療特別会計 2億6862万円 2.4 2億6860万円 2.4
病院事業会計 9億7464万円 △9.3 12億  703万円 0.1
公共下水道事業特別会計 4億  711万円 △6.2 4億5743万円 9.7
農業集落排水事業特別会計 2億6028万円 △13.3 2億1335万円 △29.0
町営地方卸売市場特別会計 28億3531万円 15.2 28億1742万円 14.5
大字上名久井財産区特別会計 5270万円 4.0 132万円 164.0
大字平財産区特別会計 326万円 △3.3 44万円 238.5
大字平字下平外14字財産区特別会計 1890万円 1.8 210万円 31.3
大字下名久井字田端外17字財産区特別会計 2714万円 △0.6 204万円 25.2
大平財産区特別会計 639万円 2.7 24万円 △20.0
名久井岳財産区特別会計 2477万円 4.7 320万円 144.3

合計 101億6132万円 2.7 101億5013万円 3.8
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南部町精神障がい者家族会「まべちの会」（夏
堀ケウ子会長）は、精神障がい者と家族の「語
らい・学習する」ための場づくりを通じ、精神
障がい者の社会復帰の推進や社会的理解の促進
を図る活動を15年以上継続。その功績が認めら
れ、9月3日、青森県知事から青森県健康づくり
事業功労者等表彰を受賞しました。

青森県健康づくり事業
功労者等表彰

行政相談委員を11年間にわたり努めた功績か
ら、中村一雄さん（上名久井）が9月4日、総務
大臣表彰を受賞しました。

中村さんは平成25年5月から委員を務め、道
路の舗装や立木の伐採など、これまでに423件
の相談を受けてきたほか、学校での出前講座や
まつりでの広報活動などに取り組んでいます。

中村一雄さん　総務大臣表彰

表彰を受けた「まべちの会」の夏堀会長

　町の功労者や関係団体の代表者、町関係者な
どが一堂に会し、新年を祝う式典を開催します。
日時　令和7年1月7日（火）
　　　式典：11時～　祝宴：12時～
会場　いちょうホール
祝宴会費　2500円
※当日会場で徴収しますので、釣り銭のないよ

うご協力をお願いします。
申込み　�12月2日（月）までに、総務課または

各支所窓口へお申し込みください。
問合せ　総務課　☎0178-76-2111

新年互礼会
町交通安全対策協議会（工藤正孝会長）と町

交通安全母の会連合会（工藤愛会長）が9月11日、
南部町内で交通死亡事故ゼロ1200日を達成し、
青森県警（小野寺健一本部長）と青森県交通安
全母の会連合会（大坂美保会長）から感謝状と
表彰状が贈られました。

両会長は「町民の皆さんの交通マナーも向上
していると感じます。狭い道でも安全に通行で
きるよう、今後も道路の改善を働きかけていき
たい」と話しました。

南部町内
交通死亡事故ゼロ1200日

表彰を受けた工藤正孝会長（左から2人目）と工藤愛
会長（左から3人目）

表彰を受けた中村さん

広報なんぶちょう 11月号 6



ふくちアイスアリーナ　令和6年度は休館します
ふくちアイスアリーナでは、冷媒冷凍機の故

障により、令和6年度は休館することとしまし
た。来年度以降の営業等については、関係機関
と協議のうえ、決定していきます。

利用者の皆さんにはご迷惑をおかけしますが、
ご理解をお願いします。
問合せ　商工観光課　☎0178-38-5965

なんぶりんご市・商工会ふれあいフェスタ　開催
なんぶりんご市

町営市場会場では、仲卸組合によるリンゴ、
野菜の販売、町民体育館前会場では、生産者団
体によるリンゴ等の販売を行います。
日時　12月1日（日）　9時～14時
会場　▶南部町営地方卸売市場
　　　▶南部町民体育館前
問合せ　町営地方卸売市場　☎0179-22-0011

南部町商工会ふれあいフェスタ
（なんぶりんご市と同日開催）

商工会員による出店販売のほか、キッチンカー
も集合します。

会場　町営地方卸売市場
問合せ　南部町商工会　本所　☎0178-38-1159

2025年農林業センサスが実施されます
農林水産省では、令和7年2月1日現在で、

「2025年農林業センサス」を実施します。この
調査は、我が国の農林業・農山村地域の実態を
明らかにする最も基本的な調査です。

令和6年12月中旬から調査員が農林業関係者
の方々を訪問して、調査票に農林業の経営状況
などの記入をお願いします。

なお、聞き取りにより得た事項や調査票に記
入された事項については、統計法に基づき秘密

が厳守され、統計以外の目的には使用されませ
んので、正確な報告・記入のご協力をお願いし
ます。
※調査員は必ず写真付きの「調査員証」を携行

しています。調査員を装った「かたり調査」
にご注意ください。

問合せ
　企画財政課
　☎0178-38-5960
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英霊を追悼し、恒久平和を願う
南部町戦没者追悼式

南部町戦没者追悼式が9月18日、いちょう
ホールで行われ、戦没者の遺族など関係者が
参列。町出身の戦没者英霊722柱の御霊を追
悼するとともに、平和を願う気持ちを新たに
しました。

式では、工藤町長や町遺族会の掛端麻美子
会長などによる追悼のことばに続き、関係者
と遺族会会員による献花、名川地区のコーラ
ス団体「コールパリッシュ」による追悼合唱
が行われました。

参列者は、悲惨な戦争から学んだ教訓と平
和の尊さをかみしめ、これからの町づくりに
取り組むことを誓いました。 遺族の方が献花し、故人の冥福を祈りました

優勝したあかねチームのメンバー

スポーツの秋を満喫
第18回南部町民運動会

第18回南部町民運動会が10月6日、ふるさ
と運動公園陸上競技場を会場に開催されま
した。

今大会は昨年から一種目増やして行われ、
約800人が参加。当日は晴天に恵まれるなか、
子どもから大人までが一緒に汗を流し、スポー
ツの秋を楽しみました。

優勝争いは、毎年白熱するあかねチームと
杉沢チームが接戦を展開。今年は12点差で
あかねチームが4年ぶりに優勝を果たし、杉
沢チームが第2位、たいらチームが第3位に
輝きました。
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南部町こども家庭センター

ぴよすく通信

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 問合せ問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100
種別種別 対象者対象者 実施日実施日 受付時間受付時間 場所場所

2歳児歯科健康診査 R4.3～R4.5生 11月14日（木） 12時15分～12時45分
健康センター3歳児健康診査 R3.3～R3.4生 11月21日（木） 11時45分～12時20分

乳児健康診査 R6.6～R6.8生 12月5日（木） 12時15分～12時45分

乳幼児予防接種乳幼児予防接種 実施している予防接種：�五種混合・ロタウイルス・B型肝炎・Hib・肺炎球菌・四種混合・二種混合・MR混合・水痘・実施している予防接種：�五種混合・ロタウイルス・B型肝炎・Hib・肺炎球菌・四種混合・二種混合・MR混合・水痘・
日本脳炎・ヒトパピローマウイルス・BCG日本脳炎・ヒトパピローマウイルス・BCG

医療機関名医療機関名 曜日・受付時間曜日・受付時間 予約予約 その他その他

南部町医療センター 毎週　金曜日　 15時～15時20分 全種類 BCG　11月8日㈮、12月13日㈮

南部病院 月・火・水曜日　15時～17時
土曜日　　　　　��9時～11時 全種類 BCGは行っていません

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日 � 9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　 � 9時～11時 全種類 BCG　11月13日㈬、12月11日㈬

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日 � 9時～11時30分
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　 � 9時～11時30分

全種類

はらだクリニック 月・水・金曜日　　 � 9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　 � 9時～12時 全種類 ロタウイルスは行っていません

スワンクリニック 月・火・水曜日　　 � 9時～11時
金曜日　　　　　　 � 9時～11時　14時～17時 全種類

児童虐待とは
身体的虐待　殴る、蹴る、叩く　など
心理的虐待　暴言、無視、兄弟間での差別的扱

い、子どもの前での配偶者等に対する暴言暴
力（面前DV）　など

性的虐待　子どもへわいせつな行為をする、ま
たはわいせつな行為をさせる　など

ネグレクト　食事を与えない、長時間の放置、
不潔にする、病院に連れていかない　など

虐待は子どもの心身に深い影響を及ぼし、そ
の回復には長時間の治療やケアが必要になると
言われています。

虐待を受けていると思われる子どもを見つけ
たり、子育てに悩んだりしたときは、下記にご
連絡ください。連絡した人の秘密は守られます。
連絡先　児童相談所虐待対応ダイヤル
　　　　189（いち・はや・く）
問合せ　こども家庭センター（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

福地こども園　☎0178-51-9756
わくわくひろば（体験活動）　金曜日・9時30分～11時
　11月15日　巧技台であそぼう
　11月22日　お誕生会
　11月29日　ミラーマットであそぼう
つどいのひろば（自由活動）　水曜日・9時30分～11時
　11月13・20・27日、12月4日
子育てサークルにこちゃんクラブ
月曜日・10時～12時
　11月11・18・25日、12月2日

なんぶこども園　☎0179-23-0505
こすもすクラブ（体験活動）　水曜日・9時～12時
　11月13日　おもちゃを作ろう
　11月20日　誕生会
　12月11日　新聞紙であそぼう
チェリーこども園　☎0178-51-8585
ぴっぴクラブ　※要予約　木曜日・9時30分～11時
　11月15日㈮　七五三誕生会に参加
　11月28日　保健講座
　12月5日　��楽器であそぼう
認定こども園 あかね幼稚園　☎0178-76-1801
ハッピークラス　※要予約　火曜日・10時～11時30分
　11月12日　落ち葉であそぼう
　12月10日　クリスマス・グッズを作ろう

11月は「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」期間です

おいでよ！
子育て支援センター
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毎月19日は「食育の日」　“食”について考えてみませんか?

今月の食育　和食文化を伝えよう
　　　　　　（日本の食文化の継承）

11月24日は「和食の日」、日本の伝統的な食
文化について見直し、和食文化の継承について
考える日です。

ごはんを主食とした和食には「ま・ご・わ・や・
さ・し・い」を取り入れると栄養バランスも整
います。

食材となった自然の恵みへの感謝を表す「い
ただきます」、野菜を作る農家の方や料理を用
意してくれた方への感謝の気持ちを表す「ごち
そうさま」のあいさつは日本特有の習慣です。

毎日の食事に和食を取り入れて食文化を継承
していきましょう。
問合せ　健康こども課（健康センター）　
　　　　☎0178-60-7100

施設区分 支給認定の申請および施設の利用申込み 参考　町内にある施設提出先 時期

保育施設
▶保育所
▶認定こども園
　（保育）

▶健康こども課
　（健康センター）
▶住民生活課
▶福地支所
▶南部支所

▶申込書配布開始日
　11月5日（火）
▶申込期間
　11月11日（月）～
　令和7年1月10日（金）

▶チェリーこども園 (社会福祉法人 未萌会)
　☎0178-51-8585
▶なんぶこども園 (社会福祉法人 未萌会)
　☎0179-23-0505
▶福地こども園 (社会福祉法人 青い海の会)
　☎0178-51-9756
▶認定こども園あかね幼稚園 (学校法人 高渕学園)
　☎0178-76-1801

教育施設
▶幼稚園
▶認定こども園
　（教育）

利用希望施設

※募集時期等は各園によっ
て異なるため、利用希望
施設にお問い合わせくだ
さい。

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

提出書類
▶支給認定（現況）申請書兼保育利用申込書
▶世帯の状況を証明する書類（ひとり親、障がい者
（児）と同居等の場合）

▶保育の必要な理由を証明する書類（就労証明等）
▶提出者の個人番号（マイナンバー）の確認ができ

る書類（個人番号カードなど）
▶利用者負担額（保育料）を決定するための書類（令

和6年1月1日に南部町にお住まいの方は不要）
　⇒市町村民税課税額がわかる書類
　　（令和6年度所得課税証明書など）
※詳細は申込書の説明資料をご確認ください。

現在通園している園児の申込み（年長児を除く）
▶保育施設（保育所・認定こども園（保育））の方
　町内施設の利用者には施設を通じて、町外施

設の利用者には、11月中旬に郵送でご案内し
ます。
▶教育施設（幼稚園・認定こども園（教育））の方
　手続きについては、現在通園している施設へ

お問い合わせください。

令和7年4月入園　認定こども園等の園児を募集します
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現行の保険証は発行できなくなります
国の法改正により、令和6年12月2日以降、マ

イナンバーカードの保険証利用を基本とする仕
組みに移行するため、現行の保険証（被保険者証）
は発行できなくなります。

発行済みの保険証は、令和6年12月2日以降も
保険証記載の有効期限まで使用できます。

※南部町国民健康保険と後期高齢者医療保険で
は、保険証の有効期限を「令和7年7月31日」
としていますが、一部の方は異なる場合があ
ります。

保険証を紛失された場合、令和6年12月2日以
降、現行の保険証は発行できません。

マイナ保険証をお持ちの方には「資格情報の
お知らせ」、お持ちでない方には「資格確認書」
を交付します。

ただし、後期高齢者医療保険に加入している
方には、マイナ保険証の有無に関わらず、全て
の方に資格確認書を交付します。

マイナ保険証をお持ちでなくても、「資格確認
書」を医療機関等で提示することで、引き続き
医療を受けることができます。

問合せ
▶健康こども課（健康センター）
　☎0178-76-3323
▶青森県後期高齢者医療広域連合
　☎017-721-3821
▶マイナンバー総合フリーダイヤル
　（マイナ保険証利用に関すること）
　☎0120-95-0178
　受付時間　平日　　9時30分～20時
　　　　　　土日祝　9時30分～17時30分

後期高齢者医療被保険者の皆さんへ
新たに後期高齢者医療制度に加入された方の
保険料の納め方

保険料は年金からの天引き（特別徴収）が原
則ですが、新たに後期高齢者医療制度に加入さ
れた方は年金からの天引きが開始されるまで時
間がかかるため、加入当初は納付書で納めてい
ただくことになります。

口座振替を希望される場合は、手続きが必要
です。これまで国民健康保険税（料）を口座振
替で納めていた方も、改めて手続きしてください。

保険料は納期限内に納めましょう
保険料の納付にお困りの方は、税務課までご

相談ください。
災害により住宅等に著しく損害を受けたり、

世帯主の収入が著しく減少した場合などは、保
険料の減免が認められることがあります。

保険料を滞納すると、通常より有効期限が短
い被保険者証が交付されることがあります。

問合せ　税務課　☎0178-38-5962
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新型コロナ・インフルエンザ　ワクチン接種のお知らせ
ワクチン接種の対象者には、お知らせを送付

しています。希望される方は、指定医療機関で
接種してください。

高齢者新型コロナ
今年度より、新型コロナウイルスワクチンも

定期接種となりました。
接種期限　令和7年3月31日（月）
対象者　�接種時に町に住民登録しており、下記

に該当する方
▶65歳以上の方
▶60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器の

基礎疾患がある方
自己負担額　2000円（接種時に窓口でお支払いください）

高齢者インフルエンザ
接種期限　令和7年1月31日（金）
対象者　�接種時に町に住民登録しており、下記

に該当する方
▶65歳以上の方
▶60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器の

基礎疾患がある方
自己負担額　1000円（接種時に窓口でお支払いください）

子どもインフルエンザ
接種期限　令和7年1月31日（金）
対象者　�接種時に町に住民登録している生後6

か月～18歳（高校3年生相当）の方
自己負担額
▶生後6か月～12歳　1回あたり1000円（2回まで）
▶13歳以上　1回あたり1000円（1回まで）

指定医療機関 電話番号
南部町医療センター 080-2847-8418（予約専用）

南部病院 0179-34-3131
スワンクリニック　※ 0179-23-0805
川守田外科胃腸科 0178-75-0898

かわむら内科クリニック 0178-84-3111
はらだクリニック 0178-60-1661

※予約は、各医療機関へ直接お問
い合わせください。

※スワンクリニックでは、新型コ
ロナ予防接種は行っていません。

問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100

子宮頸がんワクチン　10月以降に初回接種を始める場合
やむを得ず本来の標準的な間隔での接種が出

来ない場合、短縮したスケジュールで接種でき
る場合があります。

10月以降に初回接種を希望される場合は、必
ず事前に医師と相談してください。ただし、医
師の判断により短縮したスケジュールで接種で
きない場合もあります。

なお、南部町に住民登録している方が県外で

接種を受ける場合、町から病院宛の「接種依頼
書」が必要です。依頼書の発行・交付には、2
週間程度かかります。

町に接種依頼書の申請をしなければ、接種料
金の払い戻しが出来ず、全額自己負担での接種
になります。
問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

広報なんぶちょう 11月号 12



青森県おもいやり駐車場制度が開始されました

町民の皆さんへ
対象は、障害者手帳所持者や難病患者、要介

護認定を受けている高齢者、妊産婦などです。
交付を希望される方は、県のホームページか

ら申請書をダウンロードのうえ、申請してくだ
さい。
申請先　�青森県おもいやり駐車場サポートセン

ター　☎017-752-7343

事業所の皆さんへ
県では、制度の協力施設を募集しています。

協力施設に登録することで三角コーンステッカー
が配布されるほか、優先駐車区画の路面舗装に
対する補助もあります。

詳細は、お問い合わせください。
問合せ　青森県　障がい福祉課
　　　　☎017-734-9307

JRでは４月から精神障害者割引制度を導入します
JRグループでは、令和7年4月から精神障がい

者に対する旅客運賃の割引を実施します。

割引制度の概要
▶介護者の方と一緒に利用する場合
　（割引となる介護者の方は1名です）

対象 割引対象の種類 割引率

第1種精神障がい者の方と
介護者の方

普通乗車券／回数乗
車券／普通急行券／
定期乗車券（小児定
期乗車券を除く）

5割

12歳未満の第2種精神障
がい者の方と介護者の方

定期乗車券（小児定
期乗車券を除く） 5割

▶手帳を所持者が一人で利用する場合（片道の
営業キロが100キロを超える場合に限ります）

対象 割引対象の種類 割引率
第1種精神障がい者の方・
第2種精神障がい者の方 普通乗車券 5割

対象　精神障害者保健福祉手帳をお持ちで、旅
客鉄道株式会社運賃減額欄に第1種または第2
種の記載があり、かつ、写真の貼付がある方
が対象です。

　第1種または第2種の記載がない場合は、福祉
介護課、住民生活課または各支所で追記しま
す。また、手帳に写真の貼付がない場合は、
再交付申請が必要になります。

問合せ　福祉介護課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7101

県では、施設に設置されている「車いす使用者用駐車区画」と「優先駐車区画」の適正利用を推進するため、
移動の際に配慮が必要な方に「利用証」を交付する「青森県おもいやり駐車場制度」の運用を、10月から
開始しました。
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証明書交付手数料の支払いにキャッシュレス決済
窓口での住民票の写し・税証明書・印鑑登録

証明書・戸籍関係証明書等の発行手数料のお支
払いに、キャッシュレス決済を利用できます。
利用可能な窓口　�住民生活課、税務課、福地支

所、南部支所、剣吉支所
利用可能な決済方法
▶クレジットカード　VISA／Mastercard／ 

JCB／AMEX／Diners／Discover
▶電子マネー　iD／交通系IC／楽天Edy／

WAON／nanaco

▶QRコード決済　PayPay／楽天ペイ／メルペ
イ／d払い／auPAY／ゆうちょPay

※QRコード決済は、順次利用可能となります。
注意事項
▶役場窓口でキャッシュレス決済サービスを利

用して町税の支払はできません。
▶役場窓口で電子マネーのチャージ（入金）は

できません。
▶領収書は発行できません。領収書の代わりに

売上票（お客様控え）をお渡しします。
問合せ　企画財政課　☎0178-38-5960

苫米地山道踏切改良工事のお知らせ
12月9日（月）から26日（木）の期間、苫米

地山道踏切で改良工事が実施されます。
工事は主に夜間に行われますが、12月13日

（金）21時～21日（土）6時の期間は、全面通
行止めを実施します。

この期間は車両のほか、歩行者も通行できま
せんので、迂回のご協力をお願いします。
迂回路　苫米地寺通踏切、高橋跨線橋など

バスの迂回運行
この工事に伴い、12月14日（土）から20日

（金）の期間、「福地支所前」から「法円寺通」
間を通る「なんぶちぇりバス」と「南部バス」は、
終日すべての便で迂回運行を行います。迂回運
行により5分程度の遅れが生じる可能性があり
ますので、あらかじめご了承ください。

ご理解とご協力をお願いします。

問合せ　▶工事に関すること　青い森鉄道株式会社　設備管理所八戸派出　☎0178-20-9200
　　　　▶バスの運行に関すること　企画財政課　☎0178-38-5960
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女性農業者の長い老後をサポート
メリット1　 農業者年金の加入には農地の権利

名義は要りません
ご主人だけの農業者年金加入では、ご主人の

死去後は奥様の収入は国民年金だけになってし
まいます。奥様も加入されることで、老後が安
心なものになります。
メリット2　 家族経営協定を締結すると保険料

の国庫補助もあります
保険料の国庫補助額は、35歳

未満の方は最大月1万円、35歳
以上の方は最大月6千円の補助
が受けられます。

メリット3　 保険料の全額が社会保険料控除の
税制優遇措置が受けられます

支払った保険料は、同一生計のご家族の分を
含めた全額が社会保険料控除の対象となり、大
きな節税効果があります。

農業者年金は、若い農業者や女性農業者も加
入しやすく、農家のことを知り尽くした農家の
ための年金です。ご興味のある方は、農業委員
会までお問い合わせください。
問合せ　農業委員会事務局　☎0178-38-5972
※農業者年金基金のホームページ（https://www.

nounen.go.jp）でも詳しく紹介しています。

令和7年用農業用免税軽油の申請受付
農業や畜産業等を営む方が作業用トラクター

等に軽油を使用する場合には、軽油引取税の免
税対象となります。

令和7年3月以降の免税軽油に係る免税証の交
付申請受付を、次のとおり行います。
受付日　11月20日（水）・21日（木）・22日（金）
受付場所　いちょうホール　町民室
受付時間　9時～11時30分・13時～16時

申請できる方　�農業や畜産業を営む方で農作業
に使用する機械を持つ農家

免税額　1ℓ当たり32円10銭
※�受付日以外は、三八地域県民局県税部での手

続きとなります。
問合せ　▶農林課　☎0178-38-5964
　　　　▶三八地域県民局　県税部　課税第一課
　　　　　☎0178-27-4455

必要書類
書類 新規 継続 更新

耕作証明書 〇 〇 〇
免税軽油使用者証 ― ○ 〇
使用機械販売証明書 〇 ― ―
免税軽油の引取り等に係る報告書（軽油納品書添付（写し可））― 〇 〇
返信用切手 〇 〇 〇
返信用封筒（長形３号） 〇 〇 〇
使用者証発行手数料（県証紙） ○ ― 〇

※次の書類は事前にご自身でご準備ください。
▶耕作証明書　�農業委員会で発行（300円）
　　　　　　　※はんこをご持参ください。
▶返信用切手　530円分
▶長形3号の封筒　�ご自分の住所・氏名を記入

してお持ちください。

▶県証紙　400円分
※商工会で購入できます。令和6年4月から農協

では取扱いしていませんので、ご注意ください。
　なお、一例ですが、使用者証の再交付と更新

をする方は2つの手続となるため、800円分必
要になります。

継続　�免税軽油使用者証の
交付年月日が令和5年
3月1日以後の方

更新　�免税軽油使用者証の
交付年月日が令和5年
2月28日以前の方
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こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
中
野
沙
耶
で
す
。
南

部
町
へ
来
て
か
ら
半
年
が
経
ち

ま
し
た
。
こ
の
半
年
間
で
１
番

う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
流
れ

星
を
２
回
も
見
た
こ
と
で
す
。

実
は
、
こ
れ
ま
で
１
回
も
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
私
に
と
っ
て
流
れ

星
は
都
市
伝
説
の
よ
う
な
存
在

で
し
た
。
最
初
見
た
と
き
は
、

見
え
た
も
の
が
何
だ
っ
た
の
か

を
受
け
入
れ
る
の
に
、
し
ば
ら

く
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
ま

だ
願
い
事
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
見
ら
れ
る
と
信
じ
て
、
次

こ
そ
は
忘
れ
ず
に
何
か
願
い
事

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
現
在
の
私
の
主
な
活

動
は
、
日
本
語
教
室
の
実
施
で

す
。
場
所
は
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
と
い
う
、
役
場
か
ら
歩
い

て
５
分
く
ら
い
の
と
こ
ろ
で
行
っ

て
い
ま
す
。
一
般
的
な
日
本
語

教
室
は
、
特
定
の
時
間
に
人
が

集
ま
っ
て
、
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え

た
り
、
み
ん
な
で
日
本
語
を
使
っ

て
日
常
会
話
を
す
る
の
が
よ
く

あ
る
形
か
と
思
い
ま
す
。
南
部

町
は
と
い
う
と
違
い
ま
す
。
資

格
を
持
っ
た
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
日
本
語
を
教
え
て
お
り
、

授
業
も
ほ
と
ん
ど
が
個
人
レ
ッ

ス
ン
で
す
。
も
と
も
と
は
よ
く

あ
る
形
を
目
指
し
て
い
た
そ
う

で
す
が
、
学
生
さ
ん
の
都
合
の

良
い
日
や
レ
ベ
ル
が
一
致
せ
ず
、

そ
れ
に
対
応
し
て
い
っ
た
結

果
、
現
在
の
形
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。
日
本
語
を
勉
強
し
た
い

人
が
多
い
と
、
ど
う
し
て
も
個

別
に
対
応
す
る
の
は
難
し
い
で

す
。
個
人
レ
ッ
ス
ン
が
受
け
ら

れ
る
の
は
、
外
国
人
が
決
し
て

多
く
は
な
い
南
部
町
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
語
教
室
は
外
国
人
向
け

で
す
が
、
不
定
期
で
開
催
し
て

地域おこし
協力隊� より

中野沙耶

い
る
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
は
、

ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
最
新
情
報
は
、
セ

ン
タ
ー
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
国

際
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
と
「
英

語
が
話
せ
な
い
と
ダ
メ
な
ん
じ
ゃ

な
い
の
?
」
と
思
わ
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
全
く
そ
ん
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
外
国
人
の
出
身
地

も
様
々
な
の
で
、
必
ず
し
も
皆

さ
ん
英
語
が
話
せ
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
す
。
全
員
の
共
通
言

語
「
日
本
語
」
で
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
ご
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。国際交流イベント「ゆかたで夏祭りへ行

こう」で花火を見る参加者の皆さん

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
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～各校の特色ある教育～

Bemji Primary School（Bhutan）との交流
福地小学校では昨年度から、JICAの隊員がご

縁を結んでくださり、ブータン王国のベンジ小
学校とオンライン交流を始めました。

今年度は、5月24日に6年生が交流を実施し、
音楽室や体育館などをタブレットで映しながら
紹介したり、校歌を聞かせたりしました。ベン
ジ校からは、ブータン王国やトンサ県のことを
教えてもらいました。

9月26日には5年生が交流し、けん玉やあやと
り、アニメ、有名人などを紹介しました。ベン
ジ校の児童は、学校生活について話したり、国
歌や伝統的な歌を歌ってくれたりしました。

英語はなかなか通じませんが、身振り手振り
を交えて伝えようと工夫する姿が見られます。

校長：竹原まり子　　児童数：231人福地小学校

児童がけん玉を披露しました

また、こちらのゾンカ語が通じたり、あちら
が日本語を使ってくれたり、発表に対して拍手
をもらったりすると子どもたちの表情が輝きます。

手探りで始めた交流ですが、貴重な異文化理
解の機会を大切にしていきたいと思います。

名川中学校図書室1階（町民図書室） 《おはなし会》
　「福地おはなしの会」の皆さんによる読み聞かせ
です。未就学のお子さんは、保護者同伴でお越しく
ださい。
日時　11月24日（日）　10時30分～11時
場所　名川中学校図書室1階（町民図書室）

《おすすめセレクション》

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　11月11日㈪、18日㈪、25日㈪、12月2日㈪
問合せ　☎0178-76-3121

《今月の新刊》
◆不整脈	 副島　京子
◆常識やぶりのアイデアおやつ	 syun cooking
◆よむよむかたる	 朝倉　かすみ
◆偽りの貌	 伊兼　源太郎
◆迷惑な終活	 内館　牧子
◆暗殺	 柴田　哲孝
◆なぞとき	 畠中　恵
◆超ビジュアル!日本の城大事典	 矢部　健太郎
◆見つけ屋とお知らせ屋	 廣嶋　玲子
◆モカとまほうのコーヒー	 刀根　里衣

板上に咲く� 原田マハ 監修

ゴッホへの憧れを胸に青森から
上京した棟方志功。しかし、絵を
教えてくれる師も、画材を買うお
金もなく…。貧乏青年が、「世界
のムナカタ」になるまでを妻の目
線で描かれています。

図書室の蔵書を検索できる図書検索
システムです。ご活用ください。
URL　http://www.lib-eye.net/nanbu/
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11 November 12 December
7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8
THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN

徳山

一般戦
鳴門

GⅢマスターズリーグ 唐津　一般戦 鳴門　一般戦 唐津　一般戦 鳴門　一般戦 唐津　一般戦 三国
一般戦

芦屋　一般戦 三国　一般戦 徳山　一般戦 芦屋
ルーキーシリーズ 徳山　一般戦 芦屋　一般戦

常滑　一般戦 尼崎
GⅠダイヤモンドカップ 戸田　一般戦 常滑　GⅢ企業杯 多摩川

一般戦 三国　GⅠ北陸艇王決戦 戸田

一般戦
平和島
一般戦

福岡
GⅠ

戸田
GⅢオールレディース

多摩川
ヴィーナスシリーズ

平和島
一般戦 戸田　一般戦 平和島

ヴィーナスシリーズ
戸田
一般戦 鳴門　GⅠ大渦大賞

桐生　一般戦 蒲郡　一般戦 大村
一般戦 下関　SGチャレンジカップ 丸亀　一般戦 住之江

一般戦 桐生　ルーキーシリーズ 住之江

GⅢ

大村
一般戦 丸亀　GⅠ京極賞 大村

一般戦 桐生　一般戦 蒲郡　一般戦 下関　一般戦 蒲郡

一般戦
丸亀

GⅢオールレディース
下関
GⅢ

デーレース ナイターレース

役立っています！ボートピアなんぶ交付金
　ボートピアなんぶ交付金は国、県または町の指定を受けた無形文化財の継承、後継者育成のた
めに用具等を整備する活動を支援しています。

モーニングレース

福
地
短
歌
会

臆
病
な
わ
れ
に
似
た
る
や
こ
の
孫
も
傷
つ
き
易
き
バ
ト
ン
を
承
け
て

川
守
田
慶
三

さ
ら
さ
ら
と
降
る
雨
音
に
目
覚
め
た
り
猛
暑
つ
づ
く
も
秋
の
は
じ
ま
り

奥
寺　

睦
子

秋
彼
岸
過
ぎ
て
ゆ
く
頃
日
の
光
明
る
く
な
り
て
窓
辺
に
寄
り
ぬ

工
藤　

裕
正

毛
越
寺
の
数
多
の
伽
藍
や
遺
構
持
つ
大
泉
が
池
は
ゆ
た
か
な
る
か
な

坂
上　

傳
吉

在
り
し
日
の
友
を
偲
ば
す
一
枚
の
写
真
に
凛
々
し
登
山
姿
は

根
市　

政
志

今
日
の
日
を
あ
あ
幸
せ
と
生
き
ゆ
け
ば「
日
々
是
好
日
」と
我
は
気
付
き
ぬ

水
梨　

正
夫

な
ん
ぶ
短
歌
会

レ
ク
ラ
ー
ク
の
収
穫
作
業
忙
し
く
畑
の
隅
の
栗
を
拾
へ
ず

糠
塚　

み
つ

知
る
顔
に
会
釈
さ
れ
る
も
名
を
忘
れ
聞
く
に
も
聞
け
ず
朝
の
コ
ン
ビ
ニ

馬
場　

敬
子

国
道
の
脇
に
勢
ふ
大
草
や
小
草
も
勝
て
ぬ
韮
の
白
花

馬
場　

昭
子

悠
然
と
霧
ま
と
ひ
立
つ
名
久
井
岳
歩
数
五
千
の
散
歩
の
夜
明
け

佐
々
木
冴
美

秋
晴
れ
の
空
の
裏
切
り
な
る
ご
と
し
雨
降
り
出
し
て
夕
べ
も
止
ま
ず

八
木
田
順
峰

若
　
草
　
会

木
々
の
葉
が
さ
や
さ
や
揺
れ
る
日
を
う
け
て
風
の
調
べ
に
気
づ
く
老
い
の
身

中
野　

静
子

爽
や
か
な
風
が
ふ
く
た
び
波
の
ご
と
す
す
き
は
踊
る
大
き
く
小
さ
く

一
ノ
渡　

綮

秋
風
の
山
か
ら
里
に
ト
ン
ボ
連
れ
穂
の
立
つ
稲
田
広
々
続
く

藤
野　

幸
枝

天
空
の
烈
風
つ
く
る
鱗
雲
今
朝
は
み
ご
と
な
で
き
ば
え
で
し
た

向
山　

敦
子

風
渡
る
稲
穂
の
海
も
安
げ
無
し
年
ご
と
増
え
る
高
温
の
害

上
山　

散
歩

吹
き
渡
る
風
に
乗
る
の
は
亡
き
母
か
臥
牛
山
か
ら
故さ

と郷
の
四よ
も
だ
け

方
岳

工
藤　

孔
子

ゆ
う
ゆ
う
と
風
を
つ
か
み
て
浮
く
鷹
の
命
の
糧
の
ね
ず
み
直
降

鶴
飼　

千
年

南  

部  

文  

芸

名
月
に
今
日
の
健
や
か
明
日
も
ま
た
願
ひ
て
合
は
す
両
の
手
強
く

山
下　

幸
枝

歌
詠
め
ば
い
い
ね
い
い
よ
と
背
後
よ
り
励
ま
し
く
れ
し
亡は

は母
の
声
か
と

奥　

ム
ツ
子

里
山
の
秋
め
く
畑
に
頬
か
む
り
せ
し
女ひ
と

見
れ
ば
実
り
近
し
と

安
ケ
平
千
代

年
金
の
支
給
日
な
れ
ば
ス
ー
パ
ー
に
開
店
前
の
老
人
パ
ワ
ー

相
馬　

幸
子

朝
夕
の
涼
し
さ
増
し
て
虫
の
声
に
ぎ
は
ひ
な
が
ら
秋
は
更
け
ゆ
く

木
村
ひ
な
子

広報なんぶちょう 11月号19



ほ
っ
こ
り
カ
フ
ェ

日
時　
11
月
20
日（
水
）14
時
～
16
時

参
加
料　
２
０
０
円

　
（
飲
み
物
・
お
菓
子
付
き
）

場
所　
福
田
集
会
所

問
合
せ　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ふ
く
ち

　

☎
０
１
７
８
・
60
・
１
３
１
３

日
時　
令
和
７
年
１
月
９
日（
木
）

　
14
時
～
16
時（
13
時
30
分
受
付
）

場
所　
八
戸
市
立
市
民
病
院

　
　
　

北
棟　

大
会
議
室
Ａ

対
象　

�

小
学
生
以
上
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者　

25
組

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
。

申
込
方
法　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
　
　
　
　
ま
た
は
メ
ー
ル

▼
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　

二
次
元
コ
ー

お知らせ
information

行政相談・特設人権相談
期日　12月5日（木）
時間　10時～12時（人権相談）
　　　13時～15時（行政・人権相談）
場所　�福地支所・いちょうホール・南部公

民館
問合せ　▶行政相談は総務課

　　　　☎0178-76-2111
　　　　▶人権相談は住民生活課
　　　　　☎0178-38-5963
12月4日（水）から10日（火）は「人権週間」

休日窓口開庁日
期日　11月16日（土）
　　　12月7日（土）・21日（土）
時間　8時15分～12時 ※予約不要
場所　住民生活課
業務内容　�戸籍証明書・住民票・
　印鑑証明書の交付、印鑑登録、

マイナンバーカード事務
コンビニ交付
　マイナンバーカードを使用して

コンビニ等で住民票・印鑑証明書・
戸籍証明書・附票が取得できます。

利用時間　6時30分～23時
問合せ　住民生活課
　　　　☎0178-38-5963

南部町の人口と世帯数
（令和6年10月28日現在）

対先月比
人　口 16,247人 （－28）
男 7,731人 （－10）
女 8,516人 （－18）

世帯数 7,399世帯（－10）

「
も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
」
な

ど
の
不
安
を
お
持
ち
の
方
は
、
一

度
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

日
時

　

11
月
18
日
（
月
）
9
時
～
16
時

場
所　
健
康
セ
ン
タ
ー

※
前
日
ま
で
に
要
電
話
予
約

問
合
せ
・
申
込
み

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
１
７
８
・
76
・
２
５
５
５

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
日
頃
の
情

報
交
換
を
し
た
り
、
参
加
者
同
士

の
交
流
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
ほ

か
、
専
門
職
に
悩
み
を
相
談
で
き

る
場
で
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
雅

日
時　
12
月
19
日
（
木
）

　
　
　
14
時
～
15
時

参
加
料　
２
０
０
円

　
　
　
　
（
飲
み
物
付
き
）

場
所　
地
域
交
流
カ
フ
ェ
雅

　

下
名
久
井
字
如
来
堂
５
―
１

問
合
せ　
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
蒼

　

☎
０
１
７
８
・
38
・
８
９
６
３

八
幡
の
ゆ　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

日
時　
11
月
30
日
（
土
）

　
　
　
14
時
15
分
～
15
時
30
分

参
加
料　
１
０
０
円

　
（
飲
み
物
・
お
菓
子
付
き
）

問
合
せ
・
場
所　
八
幡
の
ゆ

　

小
向
字
八
幡
19
―
1

　

☎
０
１
７
9
・
23
・
３
６
８
０

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
メ
ー
ル　

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

「hokensom
u_event@

city.
hachinohe.aom

ori.jp

」
へ
、

参
加
者
全
員
の
氏
名
・
フ
リ
ガ

ナ
、
参
加
者
全
員
の
続
柄
、
お

子
様
の
学
年
、
連
絡
先
、
住
所

を
記
入
し
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
期
間　
12
月
２
日
（
月
）

　
　
　
　
　

～
12
月
10
日
（
火
）

問
合
せ　
八
戸
市
保
健
所

　
　
　
　

保
健
総
務
課

　

☎
０
１
７
８
・
38
・
０
７
０
６

※
平
日
の
8
時
15
分
～
17
時

広告

開催案内
も
の
忘
れ
・
認
知
症
相
談

開催案内
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

開催案内
一
次
救
命
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
を
学
ぼ
う
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問
合
せ　
公
益
社
団
法
人
あ
お
も

り
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
７・７
１
８・２
０
８
５

シ
ス
テ
ム
の
改
修
作
業
等
を
実

施
す
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
等
で
の
各
種
証
明
書

の
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
一
時
的
に
停

止
し
ま
す
。
停
止
時
間
中
は
証
明

書
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

停
止
日
時

▼
11
月
22
日（
金
）　

17
時
～
23
時

▼
11
月
23
日
（
土
）

　

終
日
（
６
時
30
分
～
23
時
）

▼
11
月
24
日
（
日
）

　

終
日
（
６
時
30
分
～
23
時
）

▼
11
月
25
日
（
月
）

　

６
時
30
分
～
９
時

停
止
内
容　

す
べ
て
の
サ
ー
ビ

ス
（
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
・

戸
籍
証
明
書
・
戸
籍
附
票
の
発

行
、
住
所
が
町
外
の
方
の
戸
籍

の
利
用
登
録
申
請
）

問
合
せ　
住
民
生
活
課

　

☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
３

　

☎
０
１
７・７
３
４・４
１
１
４

レ
イ
プ
や
不
同
意
わ
い
せ
つ
な

ど
、
性
犯
罪
・
性
暴
力
の
被
害
に

あ
わ
れ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
な
ど

か
ら
の
相
談
を
受
け
、
要
望
に
応

じ
た
必
要
な
支
援
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
ま
す
。

り
ん
ご
の
花
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
１
７・７
７
７
・
８や

さ

し

く

３
４
９

ま
た
は
☎
♯
８
８
９
１

※
専
門
の
研
修
を
受
け
た
相
談
員

が
対
応
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

相
談
受
付
時
間

　

月
～
金　

９
時
～
17
時

※
時
間
外
や
土
・
日
・
祝
日
、
年

末
年
始
は
、
国
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問
合
せ　
青
森
県　

青
少
年
・
男

女
共
同
参
画
課

　

☎
０
１
７・７
３
４・９
２
２
８

県
が
本
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
委

託
し
て
い
る
公
益
社
団
法
人
あ
お

も
り
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
活
動

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
活
動
に

関
心
の
あ
る
方
は
、
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

青
森
県
最
低
賃
金
が
、
次
の
と

お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

時
間
額　
９
５
３
円

　
　
（
令
和
６
年
10
月
５
日
か
ら
）

青
森
県
最
低
賃
金
は
、
青
森
県

内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

製
造
業
と
小
売
業
の
一
部
に

は
、
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

業
務
改
善
助
成
金
に
つ
い

て
は
「
業
務
改
善
助
成
金

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
☎

０
１
２
０・３
６
６・４
４
０
）

最
低
賃
金
引
上
げ
に
向
け
た

支
援
策
、
そ
の
他
相
談
に
つ

い
て
は
「
青
森
働
き
方
改
革

推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
☎

０
８
０
０・８
０
０・１
８
３
０
）

詳
細
は
、
青
森
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。（https://jsite.m

hlw.go.jp/
aom

ori-roudoukyoku/hom
e.

htm
l

）

問
合
せ　
青
森
労
働
局

　
　
　
　
労
働
基
準
部　

賃
金
室

注意案内
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

の
一
時
停
止

制度案内
あ
お
も
り
性
暴
力
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー

制度案内
青
森
県
最
低
賃
金
改
定

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

11月19日（火）

広告

広告広告

広告
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の
短
縮

▼
書
面
請
求
に
比
べ
て
手
数
料
が

安
価

さ
ら
に
、
電
子
納
税
証
明
書

（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
の
場
合
は
、
手
数
料

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

等
で
納
付
す
る
こ
と
で
、
税
務
署

に
出
向
く
こ
と
な
く
取
得
で
き
る

ほ
か
、
有
効
期
間
内
は
何
度
で

も
、
何
枚
で
も
印
刷
し
て
使
用
で

き
ま
す
。

問
合
せ　
八
戸
税
務
署

　
　
　
　

管
理
運
営
部
門

　

☎
０
１
７
８
・
43
・
０
１
４
１

　
　
（
音
声
案
内
２
番
）

簡
単
！
便
利
な
！

国
税
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

国
税
の
納
付
は
、
金
融
機
関
や

税
務
署
の
窓
口
に
行
く
必
要
が
な

い
、
非
対
面
の
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付
」
が
便
利
で
す
。

▼
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付

※
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
（
国
税
）
や
エ

ル
タ
ッ
ク
ス
（
地
方
税
）
に
よ

る
簡
単
な
操
作
で
、
事
前
に
届

出
を
し
た
預
貯
金
口
座
か
ら
、

口
座
引
落
し
に
よ
り
納
付
す
る

方
法
で
す
。

▼
振
替
納
税

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
等

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

問
合
せ　
八
戸
税
務
署

　
　
　
　

徴
収
部
門

　

☎
０
１
７
８
・
43
・
０
１
４
１

　
　
（
音
声
案
内
２
番
）

東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式

会
社
で
は
、「
停
電
情
報
」「
停
電

の
お
問
い
合
わ
せ
」「
電
気
設
備

の
お
問
い
合
わ
せ
」
等
、
チ
ャ
ッ

ト
な
ら
24
時
間
３
６
５
日
、
早
期

に
受
付
・
対
応
が
可
能
で
す
。

問
合
せ　
東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
株
式
会
社　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０・１
７
５・３
６
６

南
部
手
踊
り
、
日
本
舞
踊
、
新

舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
詩
吟
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
す
。

日
時　
12
月
１
日
（
日
）

　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　
楽
楽
ホ
ー
ル

問
合
せ　
南
部
町
文
化
協
会

　
　
　
　

事
務
局　

竹
内

　

☎
０
１
７
８
・
75
・
０
３
６
９

給
与
支
払
者
向
け
年
末
調
整
説
明

会（
定
額
減
税
関
係
事
務
を
含
む
）

令
和
６
年
分
の
給
与
所
得
に
係

る
年
末
調
整
の
説
明
会
を
、
次
の

日
程
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　
11
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　

～
20
日
（
水
）

開
催
時
刻
（
両
日
と
も
に
）

▼
10
時
00
分
～
12
時
00
分

▼
14
時
30
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所　
八
戸
税
務
署　

２
階

定
員　
各
回
30
人

参
加
方
法　
開
催
２
日
前
（
各
月

曜
日
）
ま
で
に
電
話
予
約

問
合
せ　
八
戸
税
務
署

　
　
　
　

法
人
課
税
第
一
部
門

　

☎
０
１
７
８
・
43
・
０
１
４
１

　
　
（
音
声
案
内
２
番
）

納
税
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

国
税
の
納
税
証
明
書
は
、
自
宅

や
事
業
所
に
居
な
が
ら
、
ス
マ
ホ

や
パ
ソ
コ
ン
で
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利

用
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
請
求

が
便
利
で
す
。

税
務
署
窓
口
で
の
書
面
に
よ
る

手
続
き
に
比
べ
て
次
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

▼
証
明
書
発
行
ま
で
の
待
ち
時
間

会
費　
年
間
１
０
０
０
円

問
合
せ
・
申
込
み

　

名
川
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ　

澤
口

　
☎
０
９
０・５
１
８
４・４
０
３
５

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
が
あ

る
事
業
主
の
方
は
、
個
人
住
民
税

（
町
民
税
と
県
民
税
、
森
林
環
境

税
を
あ
わ
せ
た
地
方
税
の
こ
と
）

に
つ
い
て
も
、
事
業
主
が
従
業
員

に
代
わ
り
毎
月
支
払
う
給
与
か
ら

税
額
を
引
き
去
り
し
て
納
め
る

「
特
別
徴
収
」
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

事
業
主
の
方
は
、
来
年
1
月
末

ま
で
に
、
対
象
と
な
る
従
業
員
の

分
に
つ
い
て
、
給
与
支
払
報
告
書

を
、
特
別
徴
収
と
し
て
町
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
前
年
中
に
給
与
の
支
払
い

を
受
け
、
か
つ
当
年
の
4
月
1

日
に
お
い
て
給
与
の
支
払
い
を

受
け
て
い
る
従
業
員

問
合
せ

▼
税
務
課

　

☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
２

▼
三
八
地
域
県
民
局　

県
税
部

　

納
税
管
理
課

　

☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

農
産
物
直
売
施
設
名
川
チ
ェ

リ
ー
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
「
名

川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
１
０
１
人

会
」
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　
若
干
名

応
募
資
格　
南
部
町
内
に
住
所
を

有
す
る
女
性
（
自
ら
生
産
し
た

農
産
物
な
ど
を
出
荷
で
き
る
方
）

※
漬
物
な
ど
の
加
工
品
や
苗
物
、

花
き
を
出
荷
で
き
る
方
を
歓
迎

し
ま
す
。

選
考
方
法　
面
接
に
よ
る

申
込
方
法　
事
務
所
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の

９
時
か
ら
12
時
の
間
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン

タ
ー
１
０
１
人
会

　

☎
０
１
７
８
・
75
・
０
１
９
４

初
心
者
大
歓
迎
し
ま
す
。
発
表

会
の
み
の
参
加
も
構
い
ま
せ
ん
。

日
時　
毎
月
第
一
・
第
三
金
曜
日

　
　
　
18
時
30
分
～
20
時
30
分

場
所　
剣
吉
公
民
館

募集案内
名
川
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
員

募
集

募集案内
名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

１
０
１
人
会　
会
員
募
集

お知らせ
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

制度案内
従
業
員
の
個
人
住
民
税
は

「
特
別
徴
収
」
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

制度案内
停
電
・
電
気
設
備
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
チ
ャ
ッ
ト

が
便
利

開催案内
南
部
町

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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☎ 0178-84-2850

★朝風呂営業 360円
   6時～8時 受付7時30分まで

★今月の休館日
19日㈫～21日㈭

★11月生まれの方プール割引

大人 600円 小人 400円

南部町産にこだわる 土産処「あんべぇる」から　今月のおすすめ商品

コミスの飲むゼリー　170ｇ　350円
ゼネラルレクラークの親にあたる品種で、舌触りなめらかで口の

中でおいしさがとろける、南部町産洋梨の飲むゼリーです。
土産処「あんべぇる」は、町内で生産・加工された特産品60種類

以上を一堂に販売している県内唯一の販売店です。ぜひ友人、知人、
お取引先様に贈答品、お土産としてご紹介してみてはいかがでしょうか。

★無料利用券・お食事利用

　5名様から�無料送迎

「レストランかだぁる」大晦日限定ご予約販売

寿司職人のこだわり巻寿司
南部町産米・阿房宮菊使用
3～4人前　5000円
5～6人前　7000円
※各限定30個
※画像は5～6人前です。

職人の刺盛
刺身盛合せ　3～4人前　8000円
※限定30個
鯛の尾頭付　5～6人前　1万3000円
※限定20個
※画像は鯛の尾頭付です。

八戸地域広域市町村圏事務組合　消防業務の紹介
八戸広域消防は、管轄する1市6町1村の約30

万人の生命、身体、財産を守るため、消防本部、
5つの消防署、5つの分署、8つの分遣所で組織
されており、職員405名、車両87台を配備して
います。

消防では、「消火」「救急」「救助」のほか、
事業所や危険物施設に立入検査を行う「予防業
務」、火災の発生原因を調べる「火災調査」や「救
命講習会の開催」などの業務を行っています。

消防本部ホームページのお知らせ
圏域住民の皆さんにより分かりやすく情報を

お伝えできるように更新していきます。各種申
請書類も掲載しています。
URL　�https://www.city.hachinohe.aomori.jp/

section/koiki/shobo/

過去3年間の八戸圏域における出動状況
区分 令和3年 令和4年 令和5年
火災 110 104 112
救急 12,288 13,920 15,222
救助 68 58 91

問合せ　八戸消防本部　総務課
　　　　☎0178-44-2132

おせち風オードブル
幅広い世代に楽しんでいただける
彩り豊かな和洋折衷オードブル
3～4人前　1万2000円
※限定100個

12月1日（日）までに2個以上ご予約いただいた方に、
年越しそば3人前プレゼントします。
ご予約締切日　12月12日（木）
商品受渡日時　12月31日（火）　11時～15時
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11月9日は「119番の日」です。日本では、119番
に電話をかけると、緊急時に消防車や救急車を呼ぶ
ことができます。「火事」「救急」「救助」等のとき、

「あわてず、安全な場所から正確に」通報することが、
人命や財産を守る決め手になります。
119番のかけ方のポイント

必ず自分の安全を確認してから、119番通報してく
ださい。係員が聞いた事に落ち着いて答えてください。
火事の場合　①燃えているものは？　②場所（住所

または目標となる建物）は？　③けが人、逃げ遅
れは？

救急、救助の場合　①事故？急病人？　②場所（住
所または目標となる建物）は？　③傷病者の容態（性
別、年齢、意識状態等）や人数、状況は？

問合せ　消防本部　指令救急課（指令センター）　
　　　　☎0178-44-2135

11月９日は「119番の日」

編集後記
　毎年恒例の「あおもり鍋自慢」は今年も大盛況。
販売開始前から各ブースには行列ができ、昼頃に
は売り切れとなっている鍋もありました。
　継続して出店していただいてる自治体も多く、
「昨年はあの鍋を食べたから、今年はこれにしよう」
といった選び方もできます。
　私も取材が落ち着いたころ、5種類の鍋をいた
だきました。毎年食べているので、そろそろ全市
町村制覇できたかな？食べ比べした中でも私のお
気に入りは、当町が振る舞う「南部太ねぎと菊ボー
ルの鶏鍋」です。　　　　　　　　　　　【美】

町営市場の販売状況（9月16日〜10月15日）

品名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

弘前ふじ（りんご） 83,721 25,370 303 316
昴林（りんご） 18,138 5,108 282 305
トキ（りんご） 46,715 9,146 196 220
レッドゴールド（りんご） 18,960 3,555 187 177
紅玉（りんご） 173,124 43,941 254 197
サンつがる（りんご） 48,626 9,418 194 185
豊水（梨） 14,608 4,458 305 344
長十郎（梨） 15,863 2,225 140 198
ゼネラルレクラーク（梨） 24,947 5,494 220 291
キャンベル（ﾌﾞﾄﾞｳ） 12,764 5,430 425 379
長芋 56,200 16,360 291 384
にんにく 19,000 21,133 1,112 784
大根 21,420 2,300 107 119
ゴボウ 12,616 2,867 227 195
キャベツ 16,470 1,869 113 111
きゅうり 5,732 1,814 317 273
食用菊 1,016 1,109 1,091 1,434

11・12月の休場日
11月10日（日）・13日（水）・17日（日）・20日（水）・23日（土）・
　　 24日（日）・27日（水）
12月1日（日）・4日（水）・8日（日）・11日（水）・15日（日）・18日（水）・
　  22日（日）・25日（水）・29日（日）～31日（火）

町営市場をご利用の皆さんへ
市場販売代金を現金（窓口）扱いで登録されている方は、口座振

込への変更手続きをお願いします。
問合せ　町営市場　☎0179-22-0011

南部町医療センターからの
お知らせ	  ☎0178-76-2001

眼科
受付13時15分まで
※初診者は13時まで
診療13時～

毎月　第2・第4水曜日

泌尿器科 要予約
診療13時～

11月12日㈫・18日㈪・26日㈫、12月2日㈪

耳鼻咽喉科 受付15時まで
診療14時～15時30分

毎週　月曜日・金曜日

循環器内科 受付15時まで
診療14時～16時30分

八戸赤十字病院医師　毎月　第1・第3水曜日

整形外科

成瀬医師　11月15日㈮・22日㈮・29日㈮
　　　　　12月6日(金)
受付11時15分まで　診療9時～12時
八戸赤十字病院医師　毎週火曜日　要予約
受付15時30分まで　診療16時～17時30分
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発行・編集
議会広報編集委員会
☎ 0178-38-5971

第 78 号

  講師に内閣官房デジタル田園都市国家構想
実現会議事務局の海老原諭氏が招かれた講
演会では、活力ある地域社会の維持のため
には町村連携が重要であることなどが説明
され、議員は興味深く耳を傾けていました。

インタビューの様子インタビューの様子

あ ら ま し

三戸郡町村議会議員研修会（７月30日）
主会場：階上町（ハートフルプラザ・はしかみ）
⇒巨木・古木の名所巡りの様子

第30回連携中枢都市圏の形成に関する講演会
（７月29日）　会場：五戸町（アピル五戸）

▽　９月定例会の主な議案（26㌻～27㌻）
▽　議案に対する主な質疑（28㌻）
▽　一般質問
　⇒　農業経営・町民の生命を守る有害鳥獣対策を。（29㌻）
　⇒　地方自治法にのっとった、適切な専決処分の対応を。
　   　令和６年１月、最高裁判所の棄却により南部町の敗訴が確定した件について、

敗訴に納得していないという町長の考えに変わりはないか。（30㌻）
　⇒　中学校の現状を踏まえた、学校統合への町の見解は。（31㌻）
▽　７月臨時会の主な議案（32㌻）
▽　９月臨時会の主な議案（33㌻）
▽　常任委員会報告（33㌻～34㌻）
▽　有権者に聞く～若者の声～（35㌻）
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主な議案（第 1 ２６回定例会）

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
お

よ
び
15
件
の
各
特
別
会
計

決
算
の
認
定

▼
　
令
和
５
年
度
一
般

会
計
の
歳
入
総
額
は

１
１
７
億
８
０
９
１
万

円
︵
前
年
度
比
９
・

２
％
減
︶、
支
出
済
額

１
１
５
億
７
１
５
万
円

︵
前
年
度
比
４・６
％
減
︶、

差
引
２
億
７
３
７
6
万
円

と
な
り
、
基
金
積
立
な
ど

主
な
議
案

決
　
算

決
　
算

令
和
令
和
55
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

を
行
っ
た
。

    
ま
た
、
病
院
事
業
会

計
を
含
む
15
件
の
特
別

会
計
の
歳
入
の
総
額
は

１
０
１
億
６
１
３
２
万
円
、

支
出
総
額
は
１
０
１
億

　
５
０
１
３
万
円
と
な
っ
た
。

※
　
詳
細
は
2
ペ
ー
ジ
か
ら

掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

▼  

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
１
億
４
２
９
４
万
９
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

　
第
１
２
６
回
定
例
会
は
、
８
月
30
日
か
ら
９
月
６
日
ま
で
の

８
日
間
行
わ
れ
、
令
和
５
年
度
各
会
計
決
算
、
条
例
の
一
部
改

正
、
令
和
６
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
３
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

第第
126126
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

定定
例例
会会

務
１
３
５
０
万
円
、
燃
料

費
を
は
じ
め
と
す
る
物
価

高
騰
を
鑑
み
た
昨
年
度
同

様
の
各
種
子
育
て
支
援
事

業
１
８
７
７
万
３
千
円
な
ど
。

■
令
和
６
年
度
農
林
漁
業
体

験
実
習
館
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
　
会
計
年
度
職
員
の
児

童
手
当
支
給
対
象
者
の

増
に
よ
る
人
件
費
増
な

ど
に
よ
り
、
歳
入
歳
出

の
総
額
に
50
万
円
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
を

１
億
１
３
５
０
万
円
と
し

た
。

■
令
和
６
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

▼  

介
護
保
険
料
基
準
月
額

の
引
き
下
げ
︵
７
４
０
０

円
↓
６
８
０
０
円
︶
に

伴
う
歳
入
の
減
額
な
ど

の
ほ
か
、
歳
出
で
は
前

年
度
の
事
業
費
確
定

に
伴
う
返
還
金
や
、

認
知
症
Ｖ
Ｒ
体
験
学
習

会
の
開
催
経
費
の
増
額
な

ど
、
保
険
事
業
勘
定
の

歳
入
歳
出
の
総
額
に
、

１
億
４
２
８
万
１
千
円
を

追
加
し
、
予
算
の
総
額
を

29
億
５
６
２
７
万
７
千
円

と
し
た
。

予
　
算

予
　
算

１
２
０
億
４
２
３
万
６
千

円
と
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
令
和

５
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
策
費
の
確
定
に
伴

う
国
庫
補
助
金
返
還
金

１
３
７
９
万
２
千
円
、

７
５
０
０
円
分
の
商
品
券

を
５
０
０
０
円
で
３
万

セ
ッ
ト
販
売
す
る
﹁
特
別

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事

業
﹂
８
７
５
６
万
７
千

円
、
旧
福
田
集
会
所
用

地
に
除
雪
機
械
格
納
庫

を
建
設
す
る
設
計
業
務

１
９
８
０
万
円
、
公
営
住

宅
管
理
シ
ス
テ
ム
更
新
業

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
入 

前
年
度
比
９
・２
％
減

前
年
度
比
９
・２
％
減
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主な議案（第 1 ２６回定例会）

↙
予
算
の
つ
づ
き

■
令
和
６
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

▼
　
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
の
増
額
、
国
民
健
康

保
険
事
業
費
納
付
金
の
減

額
、
令
和
５
年
度
事
業
費

確
定
に
伴
う
返
還
金
の
増

額
な
ど
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
７
５
９
万
４
千

円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
を
22
億
１
０
９
１
万
円

３
千
円
と
し
た
。

■
令
和
６
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

▼
　
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
の
減
額
の
た
め
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
、
95
万
４
千
円
を
減

額
し
、
予
算
の
総
額
を

２
億
９
５
５
３
万
３
千
円

と
し
た
。

止
さ
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
一
体
化
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
関
係
す
る

条
例
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
災
害
弔
慰
金
の
支

給
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

▼
　
災
害
弔
慰
金
お
よ
び

災
害
障
害
見
舞
金
の
支
給

に
当
た
り
、
自
然
災
害
に

起
因
す
る
死
亡
で
あ
る
か

の
判
定
が
困
難
で
あ
る
場

合
、
い
わ
ゆ
る
災
害
関
連

死
の
疑
い
が
あ
る
事
案
な

ど
に
つ
い
て
、
そ
の
判
定

を
行
う
た
め
の
調
査
審
議

機
関
と
し
て
、
医
師
や
弁

護
士
な
ど
の
有
識
者
で
構

成
す
る
﹁
災
害
弔
慰
金
等

支
給
審
査
委
員
会
﹂
を
設

置
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
。

■
令
和
６
年
度
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

▼
　
人
事
異
動
に
伴
う
人
件

　
費
の
増
額
の
た
め
、
収
益

的
支
出
に
２
０
８
万
９
千

　
円
、
資
本
的
支
出
に
82
万

  

９
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加

し
、
収
益
的
支
出
の
総
予

　
定
額
を
４
億
２
２
２
９
万

　
５
千
円
、
資
本
的
支
出
の

　
総
予
定
額
を
６
億
５
１
１

　
６
万
６
千
円
と
し
た
。

■
南
部
町
国
民
健
康
保
険
条

例
及
び
南
部
町
個
人
番
号

の
利
用
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

▼
　
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
等
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
令
和
６
年
12

月
２
日
か
ら
、
健
康
保
険

の
被
保
険
者
証
が
原
則
廃

条
　
例

条
　
例

契
　
約

契
　
約

■
南
部
町
人
権
擁
護
委
員
の

候
補
者
の
推
薦

▼
谷
内
恭
介
氏
︵
大
向
︶

石
井
み
ほ
子
氏
︵
沖
田
面
︶

川
守
田
い
つ
み
氏
︵
剣
吉
︶

工
藤
清
和
氏
︵
下
名
久
井
︶

【
任
期
】

　
令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
９
年
12
月
31
日

■
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
変
更

▼
　
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
健
康
保
険
の
被

保
険
者
証
が
原
則
廃
止
さ

れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
一
体
化
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
き
、
本
規
約

の
変
更
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

人
　
事

人
　
事

そ
の
他

そ
の
他

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

  （
旧
杉
沢
中
学
校
解
体
工
事
）

▼
　
旧
中
学
校
校
舎
の
教
室

や
体
育
館
の
ほ
か
、
機
械

設
備
や
附
属
施
設
の
解
体

処
分
を
行
う
も
の
。

【
請
負
代
金
】

１
億
２
１
０
０
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
松
本
工
務
店

　

　
代
表
取
締
役

　
松
本
保
築

【
工
期
】

　
令
和
７
年
３
月
25
日
ま
で解体工事が進む旧杉沢中学校校舎解体工事が進む旧杉沢中学校校舎
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議案に対する主な質疑

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
歳
入
）

【
問
】　

た
ば
こ
税
に
よ
る

歳
入
が
増
加
し
て
い
る
要

因
は
。八

木
田　
憲
司　
議
員

【
税
務
課
長
答
弁
】

　
　
た
ば
こ
税
が
増
税
さ
れ

て
い
る
中
、
売
上
本
数
は

１
５
０
０
万
本
程
で
推
移

し
て
い
る
。
一
定
数
の
愛

煙
者
の
存
在
が
要
因
の
一

つ
と
推
測
さ
れ
る
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
歳
入
）

【
問
】　

町
営
墓
地
に
つ
い

て
、
使
用
料
の
収
入
未
済

お
よ
び
墓
じ
ま
い
な
ど
の

状
況
は
。

 
川
守
田　
稔　
議
員

【
住
民
生
活
課
長
答
弁
】

　
　
収
入
未
済
額
２
２
０
０

円
は
、
長
谷
霊
園
に
お
い

て
１
人
分
、
３
年
未
済
が

溜
ま
っ
て
い
る
状
況
。

　

　
　
墓
じ
ま
い
は
、
福
地
の

墓
地
、
長
谷
の
墓
地
に
お

い
て
、
年
間
１
、２
件
の

規
模
で
発
生
し
て
い
る
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
農
林

漁
業
体
験
実
習
館
事
業
特

別
会
計
）

【
問
】　

八
戸
近
郊
で
も
ホ

テ
ル
不
足
の
状
態
に
あ

り
、
宿
泊
繁
忙
期
に
は
、

宿
泊
料
金
を
上
げ
る
形
態

も
増
え
て
き
て
い
る
。

チ
ェ
リ
ウ
ス
に
お
け
る
現

在
の
料
金
形
態
と
今
後
の

見
通
し
は
。

 

山
田　
賢
司　
議
員

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

　
　
現
在
は
年
間
を
通
じ

て
、
一
律
の
料
金
形
態
と

し
て
い
る
が
、
物
価
、
光

熱
費
、
原
油
な
ど
が
高
騰

し
て
い
る
状
況
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
料
金
改

定
を
検
討
し
て
い
く
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
病
院

事
業
会
計
）

【
問
】　

昨
年
度
、
常
勤
医

師
が
3
名
退
職
し
て
い
る

が
、
そ
れ
に
よ
る
診
療
科

や
診
療
時
間
の
変
更
な
ど

の
影
響
は
あ
っ
た
か
。

  

工
藤　
愛　
議
員

【
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
長
答
弁
】

　
　
退
職
者
の
う
ち
一
人

は
、
非
常
勤
医
師
と
し
て

引
き
続
き
勤
務
し
て
い
る

ほ
か
、
八
戸
市
立
市
民
病

院
か
ら
の
医
師
や
非
常
勤

医
師
の
派
遣
に
よ
り
診
療

科
、
診
療
時
間
な
ど
に
変

更
な
く
診
療
を
行
っ
て
い

る
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
病
院

事
業
会
計
）

【
問
】　

病
院
事
業
の
赤
字

は
、
何
と
か
皆
で
力
を
合

わ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
後
の
政
策
・

方
針
は
。

 

根
市　
勲　
議
員

【
町
長
答
弁
】

　  

青
森
県
全
体
の
医
療
状

況
と
し
て
、
人
口
減
少
に

よ
る
患
者
数
の
減
少
や
医

師
不
足
な
ど
、
当
セ
ン

タ
ー
に
限
ら
ず
厳
し
い
状

況
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
そ
の
上
で
、
利
用
者
減

少
理
由
の
調
査
検
討
、
医

師
確
保
の
た
め
の
取
組
な

ど
、
で
き
る
限
り
の
こ
と

を
や
っ
て
い
く
。

　
　
ま
た
、
運
営
状
況
の
比

較
判
断
に
お
い
て
は
、
自

治
体
か
ら
の
繰
出
金
の
状

況
も
見
て
も
ら
い
た
い
。

■
令
和
６
年
度
一
般
会
計 

   

補
正
予
算
（
第
４
号
）　

 

【
問
】　
公
営
住
宅
管
理
シ

ス
テ
ム
更
新
業
務
の
内
容

と
目
的
は
。

　
　

  

中
舘　
文
雄　
議
員

【
建
設
課
長
答
弁
】

　
　
現
在
の
住
宅
管
理
シ
ス

テ
ム
の
サ
ポ
ー
ト
が
令
和

７
年
３
月
31
日
に
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、
令
和
７
年

４
月
か
ら
導
入
す
る
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
行
う
も
の
。

　
　
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、

入
居
者
・
家
賃
・
収
納
な

ど
の
管
理
お
よ
び
帳
票
の

出
力
を
行
っ
て
い
る
。

〇市町村たばこ税 単位：円、本

区分 R1 R2 R3 R4 R5

たばこ税歳入 8,896 8,968 9,429 9,521 9,638

売上本数 1,591 1,536 1,506 1,461 1,477

8,000

8,500

9,000

9,500

10,000

0

500

1,000

1,500

2,000
（万本）（万円）

R1 R2 R3 R4 R5 

たばこ税歳入

売上本数 議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑

●
本
会
議

●
決
算
特
別
委
員
会
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ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！

沼 畑 俊 吉　議員

質　
問

　
近
年
当
町
に
お
い
て
、
鳥

獣
被
害
の
増
大
が
聞
か
れ
、

農
業
者
の
経
営
や
町
民
の
生

命
を
守
る
た
め
に
も
適
切
な

対
策
が
求
め
ら
れ
る
と
考

え
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
近
年
の
被
害
状
況
、
傾

向
、
と
ら
れ
て
い
る
対
策
は
。

②
現
状
と
課
題
は
。

③
住
民
理
解
、
協
力
を
も
と

に
し
た
今
後
の
対
策
方
針
は
。

町
長
答
弁

①
被
害
状
況

　

　
被
害
面
積
、
被
害
額
と
も

に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
令
和

３
年
度
の
１・３
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
５
４
４
万
円
に
対
し

て
、
令
和
５
年
度
は
１・７

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
６
６
８
万
円
。

被
害
傾
向

　
令
和
4
年
度
ま
で
は
鳥
類

に
よ
る
被
害
が
多
い
状
況
で

あ
っ
た
が
、
現
在
は
、
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
被
害
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

被
害
対
策

・
青
森
県
猟
友
会
南
部
支
部

お
よ
び
町
職
員
で
構
成
す
る

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に
よ

る
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
箱
わ
な

や
く
く
り
わ
な
の
設
置
に
よ

る
捕
獲
駆
除
。

・
猟
友
会
に
対
す
る
実
施
隊

の
捕
獲
活
動
に
対
す
る
報

酬
、
補
助
金
を
交
付
。

・
今
年
度
か
ら
狩
猟
免
許
取

得
支
援
事
業
を
実
施
。
新
た

に
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
方

や
わ
な
な
ど
の
免
許
追
加
取

得
を
す
る
方
を
支
援
し
、
町

猟
友
会
の
負
担
軽
減
、
会
員

確
保
に
向
け
た
取
組
を
実
施
。

・
町
民
へ
の
情
報
提
供
と
し

て
、
ク
マ
に
関
す
る
場
合
に
、

防
災
無
線
お
よ
び
﹁
ほ
っ
と

ス
ル
メ
ー
ル
﹂
で
の
注
意
喚

起
、
実
施
隊
お
よ
び
警
察
に

よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
。

加
え
て
、
生
命
に
係
る
危
険

が
発
生
す
る
な
ど
の
緊
急
時

に
は
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
実

施
す
る
体
制
を
構
築
。

②
猟
友
会
の
会
員
は
５
年
前

か
ら
45
名
前
後
で
推
移
し
、

一
定
数
の
人
員
を
確
保
で
き

て
い
る
が
、
担
い
手
の
育
成

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
農
業
者
の
高
齢

化
、
担
い
手
不
足
に
よ
り
、

住
宅
地
と
野
生
動
物
と
の
間

に
必
要
な
緩
衝
地
帯
や
防
除

地
域
が
荒
廃
し
、
野
生
動
物

の
侵
入
ル
ー
ト
が
出
来
る
と

い
う
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
耕
作
放
棄
地
の
増
加

も
課
題
で
あ
る
。

③
有
害
鳥
獣
の
侵
入
防
止
対

策
と
し
て
、
緩
衝
地
帯
や

防
除
地
域
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
農
業
者
の
み
な
ら
ず
町

民
の
全
員
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
加
え
て
、
農
地
や
そ
の

周
辺
の
雑
草
や
や
ぶ
な
ど
の

刈
り
払
い
に
よ
り
、
野
生
動

物
を
寄
せ
つ
け
な
い
環
境
整

備
、
そ
し
て
、
収
穫
か
す
を

農
地
へ
残
さ
な
い
、
食
べ
残

し
を
屋
外
へ
廃
棄
し
な
い
な

ど
、
野
生
動
物
を
誘
引
、
執

着
さ
せ
な
い
取
組
に
つ
い
て

啓
発
活
動
も
含
め
た
注
意
喚

起
を
徹
底
す
る
。

　
駆
除
捕
獲
、
被
害
防
止
対

策
と
し
て
は
、
交
付
金
を
活

用
し
た
捕
獲
体
制
の
強
化
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
先
端
技
術

の
活
用
の
ほ
か
、
農
業
者
自

身
が
自
衛
対
応
で
き
る
電
気

柵
購
入
費
の
補
助
な
ど
の
支

援
を
検
討
し
て
い
る
ほ
か
、

時
間
帯
を
問
わ
ず
、
情
報
提

供
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
専
用
の

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
る
。

答答

問問

住民理解・協力を土台とした住民理解・協力を土台とした
適切な対策を行っていく。適切な対策を行っていく。

農業経営・町民の生命を守る農業経営・町民の生命を守る
有害鳥獣対策を。有害鳥獣対策を。
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質　
問

　
地
方
自
治
法
に
の
っ
と
っ

た
、
専
決
処
分
の
対
応
を
求

め
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

①
令
和
６
年
第
１
２
４
回
定

例
会
に
提
出
さ
れ
た
報
告
第

10
号
の
専
決
処
分
は
、
議
会

を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が

な
か
っ
た
と
は
言
え
ず
、
違

法
で
あ
り
、
議
会
軽
視
す
な

わ
ち
住
民
軽
視
で
は
な
い
か
。

②
平
成
30
年
第
80
回
定
例
会

に
提
出
さ
れ
た
報
告
第
４
号

の
専
決
処
分
は
、
第
79
回
臨

時
会
で
報
告
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た

が
、
第
80
回
定
例
会
で
報
告

さ
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
法

第
１
７
９
条
第
３
項
の
規
定

に
違
反
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

③
平
成
26
年
第
57
回
定
例
会

に
提
出
さ
れ
た
報
告
第
４
号

の
専
決
処
分
は
、
議
会
を
招

集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な

か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

専
決
し
た
日
に
は
臨
時
会
が

開
か
れ
て
お
り
、
虚
偽
に
よ

る
専
決
処
分
で
は
な
い
か
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
議
会
お
よ

び
住
民
を
侮
辱
し
た
行
為
で

あ
り
、
議
会
軽
視
す
な
わ
ち

住
民
軽
視
で
は
な
い
か
。

町
長
答
弁

①
本
件
に
つ
い

て
は
、
第
１
２
４
回
本
会
議

の
審
議
に
お
い
て
、
小
橋
議

員
か
ら
の
ご
指
摘
に
対
し
、

今
後
、
専
決
処
分
日
か
ら
施

行
日
ま
で
の
期
間
が
あ
る
場

合
は
、
議
会
と
も
相
談
し
、

招
集
の
可
否
に
つ
い
て
検
討

す
る
旨
を
お
答
え
し
、
議
会

の
理
解
を
賜
っ
た
う
え
で
、

承
認
を
受
け
て
い
る
。
ま

た
、
施
行
日
前
の
議
員
全
員

協
議
会
に
お
い
て
説
明
し
て

い
る
こ
と
や
、
本
件
の
条
例

改
正
の
内
容
は
、
条
例
内
で

定
め
た
用
語
の
定
義
を
、
改

正
後
の
法
律
に
即
し
た
も
の

に
改
め
る
も
の
で
あ
り
、
議

員
に
政
策
的
判
断
を
い
た
だ

く
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
町

民
の
不
利
益
と
な
る
よ
う
な

こ
と
は
全
く
な
い
こ
と
を
鑑

み
る
と
、
議
会
軽
視
、
住
民

軽
視
で
あ
る
と
の
指
摘
は
あ

た
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。

②
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条

第
３
項
で
は
﹁
専
決
処
分
の

処
置
に
つ
い
て
は
、
普
通
地

方
公
共
団
体
の
長
は
、
次
の

会
議
に
お
い
て
こ
れ
を
議
会

に
報
告
し
、
そ
の
承
認
を
求

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹂

と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
件
の

町
税
条
例
を
含
む
税
に
関
す

る
条
例
は
、
税
制
改
正
な
ど

に
伴
い
、
４
月
か
ら
施
行
す

る
た
め
に
、
３
月
末
に
専
決

処
分
に
よ
る
改
正
お
よ
び
公

布
を
し
、
通
常
は
次
の
会
議

と
な
る
６
月
定
例
会
に
報
告

す
る
と
い
う
認
識
が
常
態
化

し
て
い
た
こ
と
が
今
回
の
事

案
の
背
景
に
あ
っ
た
。
こ
の

認
識
誤
り
に
つ
い
て
は
、
そ

の
後
改
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

　
本
職
を
は
じ
め
職
員
一

同
、
法
令
を
遵
守
し
、
適
切

な
行
政
運
営
を
進
め
て
い
く
。

③
虚
偽
は
全
く
な
く
、
議
会

の
軽
視
、
住
民
軽
視
に
あ
た

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

答答

問問

法令を遵守し、適切な行政運営を法令を遵守し、適切な行政運営を
進めていく。進めていく。

地方自治法にのっとった、適切な地方自治法にのっとった、適切な
専決処分の対応を。専決処分の対応を。

令
和
６
年
１
月
、

令
和
６
年
１
月
、

最
高
裁
判
所
の
棄
却
に

最
高
裁
判
所
の
棄
却
に

よ
り
南
部
町
の
敗
訴
が

よ
り
南
部
町
の
敗
訴
が

確
定
し
た
件
に
つ
い

確
定
し
た
件
に
つ
い

て
、
敗
訴
に
納
得
し
て

て
、
敗
訴
に
納
得
し
て

い
な
い
と
い
う
町
長
の

い
な
い
と
い
う
町
長
の

考
え
に
変
わ
り
は
な
い

考
え
に
変
わ
り
は
な
い

か
。
か
。

問問

こ
れ
ま
で
の
答
弁

こ
れ
ま
で
の
答
弁

と
変
わ
ら
な
い
。

と
変
わ
ら
な
い
。

答答

小 橋 昭 裕　議員

一  般  質  問

広報なんぶちょう 11月号 30



ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！

答答

問問

工 藤 愛　議員

質　
問

　
町
内
中
学
校
で
は
、
少
子

化
に
伴
う
生
徒
数
の
減
少
が

続
き
、
個
々
の
生
徒
に
合
っ

た
多
様
な
教
育
の
選
択
肢
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
中
学

校
の
統
合
が
検
討
段
階
に

入
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
、

次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

①
過
去
５
年
間
の
生
徒
数
の

推
移
と
今
後
の
見
通
し
は
。

②
過
去
５
年
間
の
区
域
外
通

学
者
数
、
私
立
中
学
入
学
者

数
、
転
出
者
、
転
入
者
の
推

移
は
。

③
現
時
点
で
の
統
合
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

アンケート結果や町民の意見をアンケート結果や町民の意見を
踏まえ、方向性を検討していく。踏まえ、方向性を検討していく。

中学校の現状を踏まえた、中学校の現状を踏まえた、
学校統合への町の見解は。学校統合への町の見解は。

④
以
上
を
踏
ま
え
た
町
の
見

解
と
対
応
は
。

教
育
長
答
弁

①
②
下
表
・

グ
ラ
フ
の
と
お
り
︒

③
本
年
実
施
し
た
学
校
統
合

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
多
く
の
保
護
者
お
よ
び

児
童
生
徒
か
ら
、
新
し
い
友

人
と
の
出
会
い
や
、
運
動

会
、
体
育
祭
、
学
習
発
表

会
、
文
化
祭
な
ど
諸
活
動
に

お
け
る
統
合
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
実
感
し
た
と
回
答

が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
統
合
に
よ
り
一
定

規
模
の
生
徒
数
を
確
保
す
る

こ
と
か
ら
、
社
会
性
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
、
部
活
動
の
選
択
肢
の

拡
大
な
ど
、
生
徒
の
資
質
や

特
性
を
伸
ば
す
可
能
性
が
広

が
る
こ
と
、
学
校
運
営
面
で

は
、
学
級
数
が
多
い
ほ
ど
教

職
員
を
多
数
配
置
で
き
る
こ

と
な
ど
が
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。

　
一
方
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、

学
校
規
模
の
変
化
に
よ
る
生

徒
の
戸
惑
い
や
、
通
学
区
域

の
拡
大
に
よ
る
通
学
距
離
や

時
間
の
増
加
が
生
徒
や
保
護

者
の
負
担
に
な
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
学
校
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
と
し
て

の
性
格
を
有
し
、
地
域
の
精

神
的
支
え
の
喪
失
が
懸
念
さ

れ
る
。

④
学
校
は
、
集
団
の
中
で
多

様
な
考
え
に
触
れ
、
協
力
し

合
い
、
認
め
合
い
、
切
磋
琢

磨
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
資

質
と
能
力
を
伸
ば
し
て
い
く

場
で
あ
り
、
一
定
規
模
の
集

団
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

　
生
徒
数
の
現
状
と
今
後
の

見
通
し
、
ま
た
、
先
に
挙
げ

た
教
育
的
観
点
か
ら
、
中
学

校
統
合
の
検
討
を
早
い
段
階

で
開
始
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
認
定
こ
ど
も
園
や
幼

稚
園
に
通
う
幼
児
の
保
護
者

お
よ
び
小
中
学
生
の
保
護
者

に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
説
明
会

を
実
施
し
、
町
民
の
皆
様
の

意
見
を
伺
っ
た
う
え
で
、
今

後
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

中学校生徒数の推移と今後の見込み

将来見込み

（人）

R2 ～～～R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R16 

240

300
310310299299

317327
341341

374
383383400

360

320

280

240

200

区域外通学者

（町内→町外）

区域外通学者

（町外→町内）

区域外通学者

（町内→町内）

私立中学校

進学者

転出者数

転入者数

※区域外通学者は私立中学校への進学者を除く。

（単位：人）

7 6 7 10 8

7 4 4 2 2

R2 R3 R4 R5 R6

6 11 10 12 10

3 3 4 3 7

1 0 1 0 0
1 0 1 2 0
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主な議案（第 1 ２５回臨時会）

小
中
高
校
入
学
時
の
家
計
負
担
を
軽
減

小
中
高
校
入
学
時
の
家
計
負
担
を
軽
減

主
な
議
案

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
展
示
収
蔵
施
設
整
備
工
事
）

▼
　
南
部
支
所
を
改
修
し
、

発
掘
調
査
で
出
土
し
た
埋

蔵
文
化
財
な
ど
を
展
示
す

る
博
物
館
と
し
て
整
備
す

る
も
の
。

【
請
負
代
金
】

６
億
６
９
９
０
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
穂
積
・
松
本
特
定
建
設

　
工
事
共
同
企
業
体

  ︵
構
成
員
︶

□
穂
積
建
設
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
石
亀
晶
丈

□
株
式
会
社
松
本
工
務
店

　
代
表
取
締
役  

松
本
保
築

【
工
期
】

令
和
8
年
3
月
16
日
ま
で

■
製
造
請
負
契
約
の
締
結

（
展
示
収
蔵
施
設
展
示
制

作
業
務
）

▼
　
先
の
展
示
収
蔵
施
設

整
備
工
事
以
外
の
展
示
制

作
一
式
。
誘
導
展
示
ケ
ー

ス
・
ガ
ラ
ス
面
の
装
飾
や

内
装
、
照
明
、
展
示
ケ
ー

ス
の
解
説
パ
ネ
ル
を
含
む

展
示
室
３
室
を
整
備
す
る

も
の
。

【
請
負
代
金
】

１
億
４
９
９
３
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

臨臨
時時
会会

新
た
な
町
の
子
育
て
支
援
を
実
施

新
た
な
町
の
子
育
て
支
援
を
実
施

　
第
１
２
５
回
臨
時
会
は
、
７
月
25
日
に
行
わ
れ
、

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
と
入
札
に
関
す
る

契
約
の
締
結
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

予
　
算

予
　
算

　
株
式
会
社
乃
村
工
藝
社

　
代
表
取
締
役
社
長
執
行
役

   

員
　
奥
本
清
孝

小学校 中学校 高校

※対象：令和７年度入学の児童・生徒

５万円を上限に

ランドセル購入

費を補助。

制服（夏用・冬

用）の購入費を

補助。

６万円を上限に

制服（冬用）の

購入費を補助。

■
令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

▼
　
小
中
学
校
お
よ
び
高

等
学
校
の
入
学
支
援
事

業
と
し
て
、
ラ
ン
ド
セ

ル
、
制
服
な
ど
の
購
入
費

用
に
対
し
補
助
を
行
う

た
め
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
１
６
９
７
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
１
８
億
６
１
２
８
万
７

　
千
円
と
し
た
。
事
業
詳

細
は
下
表
の
と
お
り
。

展示収蔵施設展示室内観イメージパース展示収蔵施設展示室内観イメージパース

契
　
約

契
　
約

第第
125125
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会
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主な議案（第 1 ２７回臨時会）

常任委員会報告

　

第
１
２
７
回
臨
時
会
は
、
９
月
26
日
に
行
わ
れ
、

財
産
の
取
得
の
追
認
と
条
例
一
部
改
正
の
案
件
が
上

程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

財
産
取
得

財
産
取
得

■
財
産
の
取
得
の
追
認
（
令

和
２
年
度
小
学
校
教
師

用
教
科
書
及
び
指
導
用

教
材
）

■
財
産
の
取
得
の
追
認
（
令

和
３
年
度
中
学
校
教
師

用
教
科
書
及
び
指
導
用

教
材
）

■
財
産
の
取
得
の
追
認
（
令

和
６
年
度
小
学
校
教
師

用
教
科
書
及
び
指
導
用

教
材
）

総務企画総務企画常任委員会常任委員会 委 員 長：滝田勉　副委員長：西野耕太郎
委 員：川守田稔、根市勲、沼畑俊吉

　令和６年７月22日に町担当課の説明を受け調査し、次のとおり意見をまとめました。

DX化の進め方についてDX化の進め方について調調 査査

果果結結

公共交通のあり方について公共交通のあり方について調調 査査

果果結結

▼
　
南
部
町
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産

の
取
得
又
は
処
分
に
関
す

る
条
例
に
よ
り
、
予
定
価

格
７
０
０
万
円
以
上
の
動

産
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
経
て
取
得
す
べ
き
と

こ
ろ
、
こ
れ
を
経
ず
に
買

入
れ
を
行
っ
て
い
た
３
件

に
つ
い
て
、
当
該
手
続
き

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
有
効
な

も
の
と
す
る
た
め
、
追
認

し
た
も
の
。

条
　
例

条
　
例

■
南
部
町
乳
幼
児
医
療
費
給

付
条
例
の
一
部
改
正

▼
　
児
童
手
当
法
施
行
令

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
当

該
児
童
手
当
法
施
行
令
に

係
る
引
用
箇
所
の
改
正
を

行
っ
た
。

⇒　将来のビジョンを明確化し、中長期的な視点から具体的な数値目標を
掲げた計画作りが必要と考える。

⇒　単に利便性を追求するのではなく、費用対効果を意識した施策を行う
必要があると考える。また、専門性の高い分野であるため、人材育成に
も注力していく必要があると考える。

⇒　「なんぶちぇりバス」の乗降調査をもとに路線の見直しを行うほか、バ
スの空間を利用した旅客以外の活用アイデアも考えていくなど、効率的な
バスの運行・活用を考えていく必要があると考える。

⇒　ライドシェア、デマンド交通等の調査・導入を検討するなど、時代の変
化に即したより効率的な公共交通のあり方を模索し、利便性の向上を図っ
ていく必要があると考える。

主
な
議
案 小

中
学
校
教
員
用
教
科
書
な
ど
の
購
入
分

小
中
学
校
教
員
用
教
科
書
な
ど
の
購
入
分

臨臨
時時
会会

議
決
の
無
か
っ
た
契
約
３
件
を
追
認

議
決
の
無
か
っ
た
契
約
３
件
を
追
認

第第
127127
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会
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常任委員会報告

産業建設産業建設常任委員会常任委員会 委 員 長：山田賢司　副委員長：坂本典男
委 員：工藤正孝、八木田憲司、松本啓吾

　令和６年７月25日に町担当課の説明を受け現地を調査し、次のとおり意見をまとめま
した。

町営市場の低温売場について町営市場の低温売場について調調 査査

⇒　近年の気候変動などに対応するた
めのコールドチェーンとして今年６
月から稼働が始まった低温売場であ
るが、稼働以降、前年同月比で入荷
量が増えており、おおむね順調に運
用されている。

果果結結

有害鳥獣対策について有害鳥獣対策について調調 査査

⇒　近年、有害鳥獣被害が大きくなりつつあり、農作物被害のみならず、
人的被害への拡大も懸念される。まずは、住民からの目撃情報をしっか
りと収集し、被害の実態を正確に把握する必要があると考える。

⇒　また、耕作放棄地を含めた農地の管理体制や有害鳥獣に遭遇した際の
対応などについて、積極的に情報発信し、住民に周知する必要があると
考える。

果果結結

町道の安全確認について町道の安全確認について調調 査査

⇒　剣吉駅を中心とした、剣吉地区の
町道の現地調査を行った。路側帯や
横断歩道のカラー化など交通安全対
策が行われており、おおむね良好な
状態にあった。一方で、道路脇のバ
ス停留所において、一部待合スペー
スが十分に確保されていない箇所が
見受けられ、バス路線における停留
所の安全確認および対策が必要であ
ると考える。

果果結結

教育民生教育民生常任委員会常任委員会
令和６年８月30日に町担当課の説明を受け調査し、次のとおり意見をまとめました。

学校の諸問題について学校の諸問題について
⇒　中学校における不登校の生徒数が増加傾向にあり、今年度は７月末時

点で既に24人（病欠も含む）という数は異常事態と考える。予算措置な
ども踏まえた、早急な対応が必要であると考える。

⇒　まずは、不登校の原因について早急に調査し、子どもたちの実態を把
握する必要があると考える。また、近年、生活習慣病の子どもが増えて
いることから、町内全体の子どもの状態や生活習慣の調査・分析も行い、
心と体への影響、不登校の関連があるかなども検証する必要があると考える。

⇒　不登校は、家庭環境の影響も大きいことから、スクールソーシャルワー
カーの制度化を早急に検討し、早期に対応する必要があると考える。

委 員 長：馬場又彦　副委員長：中舘文雄
委 員：久保利樹、工藤愛、小橋昭裕、夏堀剛充

調調 査査

果果結結

剣吉駅前路側帯の安全確認の様子剣吉駅前路側帯の安全確認の様子

町営市場内低温売場外観町営市場内低温売場外観
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名久井農業高校３年　佐藤斗和子さん名久井農業高校３年　佐藤斗和子さん

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか
次回、定例会は11月29日（金）から
開会する予定です。

　本会議は、どなたでも傍聴できます。
日程詳細は決まり次第、町ホームペー
ジによりお知らせします。
　お気軽にお問い合わせください。　　　　　
　　　　　　　 　☎0178-38-5971
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むし歯ゼロのむし歯ゼロの 元  元気な んぶっこなんぶっこ
（９月19日 ３歳児健康診査）（９月19日３歳児健康診査）

ぬまはた　そうま ちゃん
（相内）

みそさく　ゆずひ ちゃん
（福田）

いなつ　たける ちゃん
（平） （福田）（福田）（福田）（福田）（福田） （相内）（相内）（相内）（相内）（相内）

にわた　いこ ちゃん
（福田）

おくやま　かいと ちゃん
（埖渡）

てらおか　ゆき ちゃん
（福田）

子どもたちと農業に親しむ
農業体験　園児や児童、生徒と楽しく

名久井農業高校には3つの農場があり、果樹
や花き、野菜が1年間を通して栽培されています。

果樹園や野菜畑には年間を通じ、多くの園児
や小学生、中学生が訪れます。5月にはリンゴ
の人工授粉やサツマイモの植え付け、6月には
摘果作業が行われ、夏には中学生が体験入学で
桃狩りを行います。特に実りの秋の時期になる
と、たくさんの子どもたちが収穫体験のために
来校し、最も農場がにぎやかになります。名久
井農業高校の生徒が先生役となってトマトや大
根の収穫、サツマイモ掘り、リンゴの収穫を体
験します。

農場には笑い声があふれ、名久井農業の生徒
たちと一緒に農業に親しみ、楽しい時間を過ご
しています。

園児とのサツマイモ収穫体験
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